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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第71期
第２四半期
連結累計期間

第72期
第２四半期
連結累計期間

第71期

会計期間
自  平成23年６月１日
至  平成23年11月30日

自  平成24年６月１日
至  平成24年11月30日

自  平成23年６月１日
至  平成24年５月31日

売上高 (千円) 15,965,281 16,077,255 32,623,081

経常利益 (千円) 57,682 138,610 356,669

四半期(当期)純利益 (千円) 1,444 78,454 4,059

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 16,437 105,364 △462

純資産額 (千円) 3,150,701 3,102,473 3,065,339

総資産額 (千円) 18,117,834 18,164,763 18,156,107

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 0.10 5.79 0.29

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 17.3 17.0 16.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 193,009 263,185 967,454

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 256,022 △467,991 △55,693

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △554,956 △98,712 △856,510

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,414,452 1,272,108 1,575,626

　

回次
第71期
第２四半期
連結会計期間

第72期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年９月１日
至  平成23年11月30日

自  平成24年９月１日
至  平成24年11月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 1.34 4.18

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

  また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要等による景気の持ち直し

の動きが見られたものの、欧州の政府債務危機による海外経済の減速や、円高の長期化等もあり、企業業

績や雇用環境は依然厳しく、景気の先行きは不透明な状況となっております。

小売業界におきましても、個人消費の生活防衛意識による節約志向及び同業他社や他業態からの出店

攻勢で価格競争の激化等もあり、ますます厳しい経営環境が続いております。

このような経営環境のもと、当社グループといたしましては、食品を中心に地域に密着したスーパー

マーケットとして、お客様からの高い支持・信頼をいただけますよう、安心で安全な商品を提供すること

を第一に取組むとともに、「お客様へのおもてなし」を従業員教育の重点課題とし、顧客の創造及び店舗

の営業力強化を進め、引き続き衣料品・テナントを中心とした店舗の売場効率の見直しを行い、経営の効

率化をはかってまいりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の営業収益は165億70百万円（前年同四半期比0.7％増）、営業

利益は１億29百万円（前年同四半期比81.3％増）、経常利益は１億38百万円（前年同四半期比140.3％

増）、四半期純利益は78百万円（前年同四半期は四半期純利益１百万円）となりました。 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（流通事業） 

流通事業におきましては、営業企画として季節催事や、恒例となりました「木曜特売市」「日曜新鮮特

売市」をさらに充実させるとともに、お客様のお好きな商品を割引く「生活応援割引券」を配付する特

別企画を継続して大変好評を得ております。生鮮食品につきましては、岡崎食品加工センターを増強した

ことにより生産量や品目の拡大をはかり、安心・安全を第一に味・鮮度にこだわった商品の充実に努め

てまいりました。一般食品につきましても、特色のある「こだわり商品」の展開と当社独自のプライベー

トブランド商品の開発を進め、お客様の節約志向に対応した戦略を推し進めました。寿司、惣菜部門を担

当するドミーデリカにおきましても、新商品の開発や味・品質の追求をして差別化をはかり、店舗全体の

集客力のアップに努めました。 

店舗の状況につきましては、平成24年７月に幸田店の衣料品売場を縮小してテナントを導入する改装

をいたし、同年９月に店舗老朽化の進んだ豊田山之手店の全面改装をいたしました。

以上の結果、流通事業の営業収益は165億46百万円（前年同四半期比0.7％増）、営業利益は１億９百万

円（前年同四半期比121.7％増）となりました。 
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(サービス事業） 

サービス事業におきましては、清掃業、保守業、保険代理業（平成24年９月に他社へ譲渡）及び駐車場

等の施設警備業を営んでおり、効率的な店舗の清掃業務及び店舗設備の保守業務、駐車場等の警備業務に

努めてまいりました。 

以上の結果、サービス事業の営業収益は24百万円（前年同四半期比3.5％減）、営業利益は18百万円

（前年同四半期比19.2%増）となりました。 

　

(2) 財政状態の分析

　資産、負債及び純資産の状況

　（イ）資産

流動資産は、前連結会計年度末に比べ１億65百万円減少し、41億41百万円となりました。これは主に、現

金及び預金２億43百万円の減少によるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ１億70百万円増加し、140億６百万円となりました。これは主に、

差入保証金１億19百万円の増加によるものであります。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ８百万円増加し、181億64百万円となりました。

　（ロ）負債　　　　

流動負債は、前連結会計年度末に比べ２億62百万円増加し、98億１百万円となりました。これは主に、短

期借入金１億75百万円の増加によるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ２億90百万円減少し、52億61百万円となりました。これは主に、長

期借入金１億56百万円及び社債90百万円の減少によるものであります。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べ28百万円減少し、150億62百万円となりました。

　（ハ）純資産

純資産は、前連結会計年度末に比べ37百万円増加し、31億２百万円となり、自己資本比率は17.0％とな

りました。

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度

末に比べ３億３百万円減少し、12億72百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッ

シュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は、前年同四半期に比べ70百万円増加し、２億63百万円となりました。こ

れは主に、減価償却費の計上３億62百万円によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は、前年同四半期に比べ７億24百万円増加し、４億67百万円となりまし

た。これは主に、有形固定資産の取得による支出３億８百万円によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は、前年同四半期に比べ４億56百万円減少し、98百万円となりました。こ

れは主に、短期借入金による純収入１億75万円によるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 41,000,000

計 41,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年１月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,774,24913,774,249
名古屋証券取引所　市

場第二部

単元株式数　1,000株　　　　完全議
決権株式であり、権利内容に何
ら限定のない当社における標準
となる株式

計 13,774,24913,774,249― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年11月30日 ― 13,774,249 ― 841,545 ― 790,395

　

(6) 【大株主の状況】

平成24年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

ドミー親和会 愛知県岡崎市大平町字八ツ幡１番地１ 1,052 7.64

梶 川 須 賀 子 愛知県西尾市 927 6.73

ドミー親栄会 愛知県岡崎市大平町字八ツ幡１番地１ 586 4.25

㈱三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 582 4.22

西尾信用金庫 愛知県西尾市寄住町洲田51番地 581 4.22

ドミー社員持株会 愛知県岡崎市大平町字八ツ幡１番地１ 513 3.73

梶 川 志 郎 愛知県岡崎市 484 3.51

㈱名古屋銀行 名古屋市中区錦三丁目19番17号 473 3.43

岡崎信用金庫 愛知県岡崎市菅生町字元菅41番地 291 2.11

富 田 京 子 愛知県岡崎市 275 2.00

計 ― 5,767 41.87

(注)　ドミー親和会及びドミー親栄会は、当社の取引先を会員とする持株会であります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成24年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式  232,000

―
権利内容に何ら限定のない
当社における標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

13,422,000
13,422 同上

単元未満株式 普通株式  120,249 ― 同上

発行済株式総数 13,774,249 ― ―

総株主の議決権 ― 13,422 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式934株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成24年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
㈱ドミー

愛知県岡崎市
大平町字八ツ幡１番地１

232,000 ― 232,000 1.68

計 ― 232,000 ― 232,000 1.68

　

２ 【役員の状況】

　　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年９月１日

から平成24年11月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年６月１日から平成24年11月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,125,626 1,882,108

受取手形及び売掛金 92,993 87,214

商品 1,165,328 1,216,568

貯蔵品 18,738 19,309

その他 904,487 936,739

流動資産合計 4,307,174 4,141,940

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,715,392 4,653,825

土地 4,151,608 4,163,608

その他（純額） 631,118 727,597

有形固定資産合計 9,498,120 9,545,031

無形固定資産 663,578 651,480

投資その他の資産

差入保証金 1,941,604 2,060,916

その他 1,732,237 1,748,705

投資その他の資産合計 3,673,841 3,809,622

固定資産合計 13,835,540 14,006,133

繰延資産 13,391 16,689

資産合計 18,156,107 18,164,763

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,245,941 3,202,626

短期借入金 4,150,000 4,325,000

未払法人税等 44,575 40,601

引当金 219,788 161,986

その他 1,878,678 2,070,909

流動負債合計 9,538,984 9,801,124

固定負債

社債 1,345,800 1,255,780

長期借入金 2,325,966 2,169,741

退職給付引当金 601,287 611,841

資産除去債務 221,687 224,015

その他 1,057,042 999,787

固定負債合計 5,551,783 5,261,165

負債合計 15,090,767 15,062,289
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年11月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 841,545 841,545

資本剰余金 790,395 790,395

利益剰余金 1,607,272 1,618,015

自己株式 △112,820 △113,339

株主資本合計 3,126,391 3,136,616

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △54,345 △28,185

繰延ヘッジ損益 △6,707 △5,957

その他の包括利益累計額合計 △61,052 △34,142

純資産合計 3,065,339 3,102,473

負債純資産合計 18,156,107 18,164,763
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年６月１日
　至 平成23年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年６月１日
　至 平成24年11月30日)

売上高 15,965,281 16,077,255

売上原価 11,881,019 11,926,917

売上総利益 4,084,262 4,150,338

営業収入 493,822 493,697

営業総利益 4,578,084 4,644,036

販売費及び一般管理費 ※1
 4,506,694

※１
 4,514,589

営業利益 71,390 129,446

営業外収益

受取利息 5,930 5,590

受取配当金 9,158 9,588

持分法による投資利益 4,195 9,613

協賛金収入 3,200 2,173

その他 56,781 60,507

営業外収益合計 79,266 87,473

営業外費用

支払利息 68,066 63,829

その他 24,907 14,481

営業外費用合計 92,973 78,310

経常利益 57,682 138,610

特別利益

補助金収入 － 26,641

特別利益合計 － 26,641

特別損失

固定資産除売却損 17,533 20,873

投資有価証券売却損 4,332 9,866

店舗閉鎖損失 17,745 －

その他 4,000 －

特別損失合計 43,611 30,740

税金等調整前四半期純利益 14,071 134,511

法人税、住民税及び事業税 41,120 45,890

法人税等調整額 △28,493 10,166

法人税等合計 12,626 56,056

少数株主損益調整前四半期純利益 1,444 78,454

四半期純利益 1,444 78,454
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年６月１日
　至 平成23年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年６月１日
　至 平成24年11月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,444 78,454

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 14,125 26,160

繰延ヘッジ損益 867 750

その他の包括利益合計 14,992 26,910

四半期包括利益 16,437 105,364

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 16,437 105,364

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年６月１日
　至 平成23年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年６月１日
　至 平成24年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 14,071 134,511

減価償却費 353,686 362,758

支払利息 68,066 63,829

たな卸資産の増減額（△は増加） △43,008 △51,810

仕入債務の増減額（△は減少） △71,959 △43,315

賞与引当金の増減額（△は減少） △39,622 △48,411

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △11,340 △9,390

固定資産除売却損益（△は益） 17,533 20,873

店舗閉鎖損失 17,745 －

持分法による投資損益（△は益） △4,195 △9,613

その他 51,800 △67,751

小計 352,778 351,678

利息及び配当金の受取額 15,088 15,179

利息の支払額 △70,124 △65,046

法人税等の支払額 △104,732 △38,625

営業活動によるキャッシュ・フロー 193,009 263,185

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △20,000 △60,000

有形固定資産の取得による支出 △167,191 △308,260

有形固定資産の売却による収入 456,411 －

投資有価証券の取得による支出 △4,625 △15,622

投資有価証券の売却による収入 20,118 51,799

差入保証金の差入による支出 △25,688 △102,051

差入保証金の回収による収入 42,274 50,361

預り保証金の返還による支出 △43,362 △53,143

その他 △1,913 △31,073

投資活動によるキャッシュ・フロー 256,022 △467,991

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 7,430,000 7,085,000

短期借入金の返済による支出 △7,080,000 △6,910,000

長期借入れによる収入 100,000 260,000

長期借入金の返済による支出 △499,366 △399,478

社債の発行による収入 － 163,560

社債の償還による支出 △378,400 △150,400

配当金の支払額 △67,655 △67,726

その他 △59,534 △79,667

財務活動によるキャッシュ・フロー △554,956 △98,712

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △105,923 △303,518

現金及び現金同等物の期首残高 1,520,376 1,575,626

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,414,452

※1
 1,272,108
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【会計方針の変更等】

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年６月１日 至 平成24年11月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年６月１日以後に取得した

有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これによる当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微

であります。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　　偶発債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対して、債務保証を行っております。

前連結会計年度
(平成24年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年11月30日)

新安城商業開発(株) 422,000千円 新安城商業開発(株) 410,000千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年６月１日
至  平成23年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年６月１日
至  平成24年11月30日)

従業員給料及び賞与 1,575,359千円 1,576,242千円

賞与引当金繰入額 162,288千円 161,986千円

退職給付費用 48,413千円 53,147千円

　 　 　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年６月１日
至  平成23年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年６月１日
至  平成24年11月30日)

現金及び預金 1,904,452千円 1,882,108千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△490,000千円　 △610,000千円

現金及び現金同等物 1,414,452千円 1,272,108千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成23年６月１日  至  平成23年11月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年８月25日
定時株主総会

普通株式 67,720 5 平成23年５月31日平成23年８月26日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年１月12日
取締役会

普通株式 67,719 5 平成23年11月30日平成24年２月10日 利益剰余金

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成24年６月１日  至  平成24年11月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年８月29日
定時株主総会

普通株式 67,711 5 平成24年５月31日 平成24年８月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年１月10日
取締役会

普通株式 67,706 5 平成24年11月30日平成25年２月８日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成23年６月１日  至  平成23年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円)

　 流通事業 サービス事業 合計

営業収益 　 　 　

　外部顧客への営業収益 16,433,258 25,846 16,459,104

　セグメント間の内部営業収益
　又は振替高

166,929 107,713 274,643

計 16,600,188 133,559 16,733,747

セグメント利益 49,533 15,203 64,736

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 64,736

セグメント間取引消去 6,653

四半期連結損益計算書の営業利益 71,390

　

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成  24年６月１日  至  平成 24年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円)

　 流通事業 サービス事業 合計

営業収益 　 　 　

　外部顧客への営業収益 16,546,001 24,952 16,570,953

　セグメント間の内部営業収益
　又は振替高

346 108,976 109,323

計 16,546,347 133,929 16,680,277

セグメント利益 109,836 18,117 127,954

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 127,954

セグメント間取引消去 1,492

四半期連結損益計算書の営業利益 129,446
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年６月１日
至  平成23年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年６月１日
至  平成24年11月30日)

１株当たり四半期純利益金額 0円10銭 5円79銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 1,444 78,454

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 1,444 78,454

普通株式の期中平均株式数(千株) 13,544 13,541

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　第72期(平成24年６月１日から平成25年５月31日)中間配当については、平成25年１月10日開催の取締

役会において平成24年11月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主又は登録株式質権者に対

し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額 67,706千円

②　１株当たりの金額 ５円

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成25年２月８日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年１月11日

株式会社ドミー

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　大　　橋　　正　　明　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　髙　　橋　　浩　　彦　　㊞

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社ドミーの平成24年６月１日から平成25年５月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成
24年９月１日から平成24年11月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年６月１日から平成24年11月
30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結
包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ドミー及び連結子会社の平成24年11
月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ
ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上
　

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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